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正課外活動による社会貢献性の傾向 

―山口大学おもしろプロジェクト企画の SDGs（持続可能な開発目標）による分類をもとに― 

 

辻   多 聞  
 

要旨 

正課外活動である山口大学おもしろプロジェクトにおいて 2007 年度から 2018 年度に

採択された企画を SDGs（持続可能な開発目標）の 17 目標に対する分類を行った。その

結果，SDGs の目標における「教育」，「実施手段」，「都市」が多く，正課外活動は

この 3 者の観点で社会貢献性が強いことがわかった。また「保健」や「イノベーション」

も多くなる傾向にあった。この 2 者が多くなったことから学生による正課外活動の着想，

実行は，自身の所属学部の専門性に大きく依存することが示唆された。学生の自由な

発想に基づく正課外活動には社会貢献性があると言えるが，同時に社会貢献に関する

分類において大きな偏りが生じることも明らかとなった。 
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1 はじめに 

1.1  研究の背景 

近年の大学教育においては，正課教育はも

ちろんのこと正課外活動による教育も非常に

重要視されている。文部科学省「学生支援の

在り方に関する論点整理（案）」（2009）に，

「…豊かな人格形成に資する正課外活動を積

極的に正課に取り入れる方策を検討…」とあ

る。正課だけでは十分に培えない人格形成，

すなわちキャリア形成を正課外活動によって

補おうということである。辻（2019）は，大

学生には十分に正課外活動を行う時間があり，

大学は学生の様々な正課外活動に着目して，

教育効果が生まれるような支援体制を整える

べきだと述べている。正課外活動によるキャ

リア形成の研究は盛んであり，溝上（2009）

は，授業外活動が学生の成長に関係している

ことを示唆している。また辻（2009）は，山

口大学の正課外活動である「山口大学おもし

ろプロジェクト（学生の企画に対する資金支

援を行う制度，後述参照）」は人格的成熟な

どの高度な学びを参加学生にもたらしたであ

ろうことを示している。さらに辻（2012）は，

「山口大学おもしろプロジェクト」の参加学

生は「コミュニケーション力」，「実行力」

のキャリア要素の成長を自覚できるであろう

ことを示している。このように正課外活動に

よるキャリア形成が注目されてきたことに加

えて，直近では「一人一人がより豊かな人生

を送ることのできる持続可能な社会づくりを

進めるためには、行政のみならず企業や大学、

団体、個人など様々な主体がそれぞれの立場

から主体的に取り組むことが必要となる」

（文部科学省， 2018a ）と示されるように大

学における社会教育に対して，地域づくりへ

の貢献が期待されている。社会教育は、社会

教育法第二条において「学校の教育課程とし

て行われる教育活動を除き、主として青少年

及び成人に対して行われる組織的な教育活動

（体育及びレクリエーションの活動を含む）
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をいう」と定義されている。これは大学教育

において社会教育は正課外活動の一部を指し

ていることになる。すなわち，近年では大学

の正課外活動に対して，学生のキャリア形成

だけでなく，地域づくりをはじめとする社会

貢献性が期待されている，ということである。 

1.2  山口大学おもしろプロジェクト 

「山口大学おもしろプロジェクト」（以下，

おもしろプロジェクト）とは，1996年度より

始まった学生の自主的・創造的企画に資金援

助する学生支援プログラムであり，山口大学

を代表する正課外活動の一つである。「カタ

チにしたい」と思う企画（プロジェクト）を

年度始めに学生自らが申請し，学内教職員に

よる選考委員が合否選考を行って，採択とな

った場合は 1 年間の活動実施資金として最大

50万円の予算枠が学生に提供される。各企画

に対して支援教員を配置することを義務付け

てはいるが，支援教員は相談役に過ぎず，プ

ロジェクトの企画，立案および運営など，す

べてを学生が自主的に行わなければならない。

申請する企画内容に関しては，卒業研究をは

じめとする正課と関連しないものであれば基

本的には制限がない。活動期間や支援金が十

分にあるとともに，発案や実施も教員が携わ

らない学生のみという，活動しやすく極めて

純粋な正課外活動と言える。 

1.3  SDGs（ Sustainable Development Goals） 

SDGs（ Sustainable Development Goals ）

は「持続可能な開発目標」と訳されており，

外務省のホームページにおいて， 

 

2001年に策定されたミレニアム開発目標

（MDGs）の後継として，2015年 9 月の国連サ

ミットで採択された「持続可能な開発のため

の2030アジェンダ」にて記載された2016年か

ら2030年までの国際目標です。持続可能な世

界を実現するための17のゴール・ 169 のター

ゲットから構成され，地球上の誰一人として

取り残さない（ leave no one behind ）こと

を誓っています。SDGsは発展途上国のみなら

ず，先進国自身が取り組むユニバーサル（普

遍的）なものであり，日本としても積極的に

取り組んでいます。 

 

と紹介されている。SDGsの前身であるMDGsで

は途上国の開発が対象であったのに対し，

SDGsでは先進国も含めた全ての国を対象とし

ている。これに伴い，目標（ゴール）数は

MDGsの 8 から17へと増加し，包括的なものと

なっている。また，MDGsは国連や各国政府な

ど開発を専門とする機関の目標であったのに

対し，SDGsでは全ての国，人々の目標となっ

たことから，企業や団体などにも積極的な関

わりを呼びかけるものとなっている。すでに

多くの取り組みがなされおり，外務省のホー

ムページには，企業関連の事例をはじめとし

て多くの事例が紹介されている。SDGsに掲げ

られた17の目標を表 1 に示す。 

1.4  研究の目的 

大学生の正課外活動による社会貢献性が期

待されている一方で，どのような形で正課外

活動が社会貢献につながるか，すなわち正課

外活動による社会貢献的分類の傾向に関する

報告は，あまり見られない。ところで，大学

生の場合，正課外活動は非常に広い範囲の活

動を意味することとなる。というのも，大学

には例えば高等学校でのホームルーム活動や

生徒会活動といった正課外活動をまとめた学

習指導要領がないからである（文部科学省，

2018b ）。すなわち，大学生の正課外活動は

「単位履修を伴う講義や演習など以外」の全

般を指すこととなる。本文では単位履修を伴

わない活動で，学生発案，学生実施の学生の

主体的活動を正課外活動と表現することとす

る。また本文での正課外活動には，いわゆる

野球部や吹奏楽部などといった既存の体育系

および文化系のサークル活動は含まないもの

とする。本研究は，極めて純粋な正課外活動

であるおもしろプロジェクトの企画内容を， 



- 35 - 
 

表 1 SDGs（持続可能な開発目標）の一覧 

番号 タイトル※1 スローガン 目標※2 

1 貧困 貧困をなくそう あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ 

2 飢餓 飢餓をゼロに 飢餓をゼロに 

3 保健 すべての人に健康と福祉を あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進する 

4 教育 質の高い教育をみんなに すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する 

5 ジェンダー ジェンダー平等を実現しよう ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメントを図る 

6 水・衛生 安全な水とトイレを世界中に すべての人々に水と衛生へのアクセスを確保する 

7 エネルギー エネルギーをみんなに そしてクリーンに 手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代的なエネルギーへのアクセスを確保する 

8 成長・雇用 働きがいも経済成長も すべての人々のための包摂的かつ持続可能な経済成長、雇用およびディーセント・ワークを推進する  

9 イノベーション 産業と技術革新の基盤をつくろう レジリエントなインフラを整備し、持続可能な産業化を推進するとともに、イノベーションの拡大を図る  

10 不平等 人や国の不平等をなくそう 国内および国家間の不平等を是正する 

11 都市 住み続けられるまちづくりを 都市を包摂的、安全、レジリエントかつ持続可能にする 

12 生産・消費 つくる責任 つかう責任 持続可能な消費と生産のパターンを確保する 

13 気候変動 気候変動に具体的な対策を 気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る 

14 海洋資源 海の豊かさを守ろう 海洋と海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する 

15 陸上資源 陸の豊かさも守ろう 森林の持続可能な管理、砂漠化への対処、土地劣化の阻止および逆転、ならびに生物多様性損失の阻止を図る 

16 平和 平和と公正をすべての人に 公正、平和かつ包摂的な社会を推進する 

17 実施手段 パートナーシップで目標を達成しよう 持続可能な開発に向けてグローバル・パートナーシップを活性化する 

※1：外務省（2019）より引用，※2：国連広報センターホームページより引用 

 

社会貢献の国際的指標であるSDGsの目標で分

類することで，正課外活動による社会貢献性

の傾向を明らかにすることを目的とする。 

 

2 研究方法 

2.1  おもしろプロジェクトの分類対象期間 

上記のようにおもしろプロジェクトは1996

年度より開始されている。当然のように開始

当初にはSDGsはおろかMDGsすらなかった。ま

た，おもしろプロジェクトの申請において学

生はSDGsの目標を意識する必要はまったくな

い。すなわち申請した学生が，自身たちの企

画に対してSDGsの目標番号を付しているわけ

ではない。筆者は2007年度より業務としてお

もしろプロジェクトと深く関わり，実施して

いる学生ともよくコミュニケーションをとっ

て，各企画内容を理解している。よって，

2007年度から2019年度までのおもしろプロジ

ェクトの企画内容をSDGsに基づいて分類する

対象とした。対象としたおもしろプロジェク

トの企画数は表 2 のとおりである。 

 

表 2  2007～2018年度における 

おもしろプロジェクトの企画数 

年度 企画数  年度 企画数 

2007  10   2014  13  

2008  12   2015  10  

2009  10   2016  07  

2010  18   2017  14  

2011  11   2018  13  

2012  11   2019  06  

2013  09    

合計は 144 件 
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2.2  企画内容のSDGsに基づく分類 

SDGsは先進国も含めた全ての国を対象とし

た目標である。しかし日本が GDP （国内総生

産）世界第 3 位の先進国であることから，日

本人にとって記載されている概要説明や数値

だけから，その目標が導かれた状況をイメー

ジすることは非常に困難であり，おもしろプ

ロジェクトの企画内容を分類することは極め

て難しい。例えば，国連広報センターのホー

ムページによる「目標 1 貧困」の概要説明に

は「国際途上地域では今でも10人に 1 人が，

1 日 1 ドル90セントという国際貧困ライン未

満で家族と暮らしています」とある。厚生労

働省（2018）による「平成29年国民生活基礎

調査の概況」には，平成28年の 1 世帯の平均

所得は年額 560.2 万円と報告されている。こ

れを 1 日換算にすると 1.5 万円（ 137 ドル81

セント， 1 ドル＝108.84円：三菱 UFJ リサー

チ＆コンサルティングのホームページより）

となり，SDGsの概要説明にある数値の70倍以

上である。また山口大学の「2015年度学生生

活実態調査」（山口大学， 2016a ）によると，

大学生の 1 カ月の収入額合計は 9 ～12万円未

満と回答した割合が最も高く（ 3 ～ 4 千円／

日），やはりSDGsの数値からは大きくかけ離

れている。上記の例以外の16のゴールも同様

で， 169 のターゲットを参照してもおもしろ

プロジェクトの企画内容を分類することは難

しい。本研究では各SDGs目標番号のスローガ

ンや目標文章，国連広報センターのホームペ

ージに記載されている概要に含まれる文言を

もとにキーワードを設定し，おもしろプロジ

ェクトの企画内容を分類することに用いた。

おもしろプロジェクトは上記のように，学生

の自由な発想に基づく正課外活動である。実

施者が大学生であることから「大学」をテー

マとするものも少なくない。山口大学は県庁

所在地である山口市，すなわち都市に設置さ

れている。よって「学内環境改善」や「学内

やその周辺の調査」を「都市問題」解決に付

随するものと判断して，「目標11都市」のキ

ーワードとした。「環境保全」は「目標13気

候変動」，「目標14海洋資源」，「目標15陸

上資源」の 3 者につながるものである。これ

ら 3 つは相互作用していることから明確に区

分することは極めて難しい。よって大気環境

に直接的に関わるもの，例えば「温室効果ガ

ス」は「目標13気候変動」と，海に直接的に

かかわるもの，すなわち「海洋保全」や「海

洋資源保全」といったものを「目標14海洋資

源」と捉え，それ以外の場合を「環境保全」

として扱い，「目標15陸上資源」のキーワー

ドとすることにした。おもしろプロジェクト

には県内の観光資源などを調査するものもあ

る。調査対象は必ずしも「都市」にあるとは

限らない。「県内情報の調査」はその情報共

有が基本的コンセプトであると考え，「イン

ターネット」がキーワードの一つとなってい

る「目標17実施手段」のキーワードとするこ

とにした。以上をもとにしたSDGsの17の目標

に対して設定したキーワード一覧を表 3 に示

す。 

2.3  企画内容に対する分類方法 

これまでに発行されているおもしろプロジ

ェクトの報告書と実施学生とのコミュニケー

ションの記憶をもとに対象とする各企画内容

に対して表 3 に基づくキーワードを選択した。

企画内容によっては多数のキーワードが該当

していることもあったが，各企画内容に対し

てメインとなるキーワード 1 つと，サブとな

るキーワード 1 つの計 2 つづつを付けること

とした。 

 

3 結果および考察 

3.1  メインキーワードによる分類結果 

メインキーワードおよびサブキーワードに

基づく分類結果を表 4 に示す。メインキーワ

ードによる分類において最も多かったのは

「目標 9 イノベーション」で31件（21.5％）

であった。ただ後述するが，おもしろプロジ 
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表 3 SDGs（持続可能な開発目標）の 17 目標に対して設定したキーワードの一覧 

番号 タイトル キーワード※ 

1 貧困 貧困，災害による経済的損失 

2 飢餓 飢餓，農林水産業，農村開発，食料生産システム，小規模農家への投資 

3 保健 健康，福祉，保健，疫病，医療 

4 教育 教育，生涯学習，教員不足，奨学金制度，校舎建設 

5 ジェンダー ジェンダーの平等，女性のエンパワーメント 

6 水・衛生 水，トイレ，衛生，水不足，飲料水，水関連災害 

7 エネルギー 
エネルギー，持続可能なエネルギー，近代的なエネルギー， 

エネルギーへの普遍的アクセス 

8 成長・雇用 働きがい，経済成長，雇用推進，インフォーマル・セクター 

9 イノベーション 産業革新，技術革新，インフラ整備，情報通信技術，製造業，生産加工 

10 不平等 不平等，保健格差，教育サービス格差，所得の不平等 

11 都市 まちづくり，都市問題，学内環境改善，学内やその周辺の調査 

12 生産・消費 資源効率，省エネ，食料廃棄物，体重超過 

13 気候変動 気候変動，温室効果ガス 

14 海洋資源 海の豊かさ，海洋保全，海洋資源保全，海洋環境保全 

15 陸上資源 陸の豊かさ，森林管理，土地劣化阻止，生物多様性，環境保全 

16 平和 平和，公正，司法，警察，個人の権利保護 

17 実施手段 
グローバル・パートナーシップ，地域パートナーシップ， 

インターネット，県内情報（観光資源など）の調査 

※：キーワードには最終的におもしろプロジェクトの企画に付さなかったものも含まれる 

 

ェクトでは「ロボットコンテスト」や「ソー

ラーカーレース」などといった「ものづくり」

コンテストへの出場を申請するものがかなり

ある。こうした「ものづくり」コンテストは

継続申請傾向が高く，このような結果につな

がった。何より「ものづくり」に興味がある

学生が多い工学部の存在が大きく関係してい

る。正課外活動は「目標 9 イノベーション」

という形で社会貢献につながりやすいのも確

かではあるが，最もつながりやすいという訳

ではないだろう。次に多かったのは「目標 4

教育」と「目標17実施手段」で，ともに25件

（17.3％）であった。教育の最高学府である

大学の学生ならではの着眼であるといえる。

「目標17実施手段」は，いうなれば「パート

ナーシップ」，「交流」，「連携」といった

ものである。大学生の目は正課外活動におい

て「人とつながること」，「人を巻き込むこ

と」という「社会連携」に向かっているとい

うことを本結果は示している。次に多かった

のは「目標11都市」で20件（13.9％）あった。

学生にとって最も身近な対象である大学調査

やその改善を「目標11都市」に分類したこと

がこの結果につながっていると言えるだろう。

「目標 3 保健」も17件（11.8％）と少なくな

い。これは「目標 9 イノベーション」同様に，

医学部が山口大学に設置されていることに大

きく影響していると考えられる。 

3.2  両キーワードの合計による分類結果 

メインキーワードとサブキーワードの合計
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に基づく分類において最も多かったのは「目

標 4 教育」で83件（28.8％）であった。メイ

ンキーワードのみで分類したときは17.3％で

あったのに対し，サブキーワードを含めた合

計にすると28.8％とはねあがる。正課外活動

にて学生が発案しやすいキーワードは「教育」

であり，正課外活動が社会貢献的に「教育」

と最も深く関わっているということを示して

いる。次に多いのは「目標17実施手段」の53

件（18.4％）であり，「教育」同様，正課外

活動が「社会連携」と深く関わっているとい

う結果である。「目標11都市」の割合が両キ

ーワードの合計にすると高くなり（38件，

13.2％），「目標 9 イノベーション」の37件

（12.9％）とほぼ同じ程度になった。またメ

インキーワードにおいて11.8％と高い数値で

あった「目標 3 保健」は合計にすると 5.9 ％

とそれほど高くはなくなる。 

両キーワードの合計に基づく分類において，

割合が 1 ％以下という極めて少数のものは，

「目標 1 貧困」（ 0 件），「目標 2 飢餓」

（ 3 件， 1.0 ％），「目標 6 衛生」（ 3 件，

1.0 ％），「目標13気候変動」（ 0 件），

「目標14海洋資源」（ 0 件），「目標16平和」

（ 1 件， 0.7 ％）であった。「目標13気候変

動」に関しては，大気環境に直接関わるもの

のみとしている。大気環境の分析や調査は非

常に専門性が高く，どちらかというと研究に

該当する。大気環境となるとその調査範囲，

分析装置なども非常に大がかりとなり，おも

しろプロジェクトの支援金の最高額である50

万円では予算がまったく足りない。「目標14 

 

表 4 設定したキーワードによるおもしろプロジェクト企画の分類結果 

  メインキーワード サブキーワード 両キーワード合計 

番号 タイトル 件数（件） 割合（％） 件数（件） 割合（％） 件数（件） 割合（％） 

1 貧困  0  －  0  －  0  － 

2 飢餓  1  0.7  2  1.4  3  1.0 

3 保健  17  11.8  0  －  17  5.9 

4 教育  25  17.3  58  40.3  83  28.8 

5 ジェンダー  4  2.8  1  0.7  5  1.7 

6 水・衛生  1  0.7  2  1.4  3  1.0 

7 エネルギー  1  0.7  9  6.3  10  3.5 

8 成長・雇用  1  0.7  3  2.1  4  1.4 

9 イノベーション  31  21.5  6  4.1  37  12.9 

10 不平等  4  2.8  2  1.4  6  2.1 

11 都市  20  13.9  18  12.5  38  13.2 

12 生産・消費  9  6.3  2  1.4  11  3.8 

13 気候変動  0  －  0  －  0  － 

14 海洋資源  0  －  0  －  0  － 

15 陸上資源  4  2.8  13  9.0  17  5.9 

16 平和  1  0.7  0  －  1  0.4 

17 実施手段  25  17.3  28  19.4  53  18.4 

 合計  144   144   288  
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海洋資源」も同様で海洋環境の分析や調査は

正課外活動の範疇を超えていると言えるだろ

う。また山口大学には水産学部のような海に

関係する学部はなく，山口大学生の大多数が

在籍している吉田キャンパスから海までも10

キロメートル以上離れていることも 0 件とな

った要因であろう。先にも述べたが「目標13

気候変動」，「目標14海洋資源」，「目標15

陸上資源」の 3 つを明確に区分することは難

しく，本研究ではおよそすべての「環境保全」

は「目標15陸上資源」と分類している。「目

標15陸上資源」は，17件（ 5.9 ％）であり，

学生は「環境保全」に興味や関心がないとい

う訳ではないだろう。「目標 1 貧困」，「目

標 2 飢餓」，「目標 6 衛生」，「目標16平和」

が皆無ないし極めて低いのは平和な先進国で

あるという日本の現在の状況が大きく影響し

ていると思われる。先にも触れたが，SDGsの

概要に示されるような貧困状態は，およそほ

とんどの日本人には現実味のない状況である。

また飢餓状態，衛生環境に関しても同様であ

る。データ数 3 件の「目標 2 飢餓」として分

類した企画のキーワードは「農林水産業」，

「農村開発」である。またデータ数 3 件の

「目標 6 衛生」に関しては，学内の野良猫に

関わる「衛生」と「水関連災害」がキーワー

ドである。どちらも本研究の特有な分類方法

として計上されたものであって，人によって

は別に分類されるかもしれない企画である。

データ数 1 件の「目標16平和」は，子どもへ

の暴力防止を考えるプロジェクトであり，こ

れはSDGsの概要にも示される事項ではある。

しかし対象とした期間で 1 件しかなかった。

以上から「目標 1 貧困」，「目標 2 飢餓」，

「目標 6 衛生」「目標16平和」の 4 つは学生

の正課外活動としてほとんど着目されない社

会貢献だと言えるだろう。 

「目標 5 ジェンダー」，「目標 7 エネルギ

ー」，「目標 8 成長・雇用」，「目標10不平

等」，「目標12生産・消費」の 5 つも 5 ％以

下であり，低い傾向にあった。「目標 5 ジェ

ンダー」，「目標 8 成長・雇用」，「目標10

不平等」の 3 つに関しても正課外活動として

ほとんど着目されない社会貢献であると思わ

れる。しかし「目標 7 エネルギー」に関して

は，サブキーワードによる分類として 9 件，

「目標12生産・消費」はメインキーワードと

して 9 件があがっている。「目標 7 エネルギ

ー」として分類された企画のキーワードは

「持続可能なエネルギー」と「近代的なエネ

ルギー」であり，「目標12生産・消費」に関

しては「省エネ」であった。これら 3 つのキ

ーワードはいずれも「環境保全」に関わるも

のである。本研究におけるSDGsの目標として

の分類では，「目標 7 エネルギー」や「目標

12生産・消費」は低い傾向になるが，先に示

した「目標15陸上資源」の結果と合わせて考

えると，正課外活動は「環境保全」という形

では十分に社会貢献につながると考えて良い

だろう。 

3.3  「目標 3 保健」と「目標 9 イノベーシ

ョン」に関する詳細分析 

「目標 3 保健」と分類されたメインキーワ

ード17件の内訳は，「医療」が15件，「福祉」

が 2 件であった。「医療」をメインキーワー

ドとした企画の代表者は15件とも医学部の学

生であった。医学部の学生は正課外活動にお

いても，所属する学部の特徴である「医療」

に着目する傾向にあると言える。 

「目標 9 イノベーション」と分類されたメ

インキーワード31件の内訳は，「技術革新」

が28件，「情報通信技術」が 3 件であった。

またサブキーワード 6 件の内訳は，「技術革

新」が 4 件，「情報通信技術」が 2 件であっ

た。「技術革新」がキーワードとなる企画32

件のうち25件が「ものづくり」コンテストへ

の出場を目指すものであり，25件ともその企

画の代表者は工学部およびその大学院生であ

った。一般に「ものづくり」，すなわち「技

術革新」だけでは発想や実行はそれほど安易
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なものではない。しかしコンテストに関わる

レギュレーションがあれば「技術革新」のポ

イントが絞られるため，着想，実行は格段に

しやすくなる。本研究による分類結果は，こ

うした「ものづくり」に対して非常に興味を

持っている工学部の学生の存在と，「ものづ

くり」コンテストへの出場という着手のしや

すさが強く反映されていると考えられる。 

以上より「目標 3 保健」や「目標 9 イノベ

ーション」と分類された企画は，その特徴を

持つ学部の学生によるものである傾向が非常

に強いということがわかる。すなわち正課外

活動による社会貢献は，その学生が所属する

学部の傾向が強く表れる傾向にあるというこ

とが言えるだろう。 

3.4  「目標 4 教育」に関する詳細分析 

先に述べたように「目標 4 教育」と分類さ

れた企画は，メインキーワードで25件，サブ

キーワードで58件と最も多い傾向にあった。

「目標 4 教育」に対するキーワードとして表

3 に掲げるようにいくつかを設定したが，す

べての企画が「教育」というキーワードに該

当した。「教育」に関しては，自分達が講義

以外にさらに何かを学びたい，というものと，

自分達の学んだことを誰かに提供したい，と

いう 2 種類が考えられる。すなわち教育（知

識や技術など）の提供先として，自分達（企

画の構成員），自分達以外（構成員以外），

その両者の 3 パターンで分類することができ

る。教育の提供先が企画の構成員であったも

のは83件中44件（53.0％），構成員以外であ

ったものは14件（16.9％），両者であったも

のは25件（30.1％）という結果となった。お

よそ半数は，正課外活動を通して自分達自身

が何かを学びたいという傾向にある。一方で

半数は，教育を提供したいという傾向にある。

後者は社会貢献的にみると，教育をすぐに提

供することから「 1 次的」と言うことができ，

前者は構成員の知識が増し，いずれ社会へと

還元されることから「 2 次的」と言って良い

だろう。正課外活動における「目標 4 教育」

には 1 次的な社会貢献のものと， 2 次的なも

のがあり，本研究の対象とする正課外活動で

はその割合は 1 対 1 となった。 

3.5  「目標11都市」に関する詳細分析 

「目標11都市」と分類されたメインとサブ

の両キーワード合計38件の内訳は，「まちづ

くり」が 7 件（18.4％），「学内やその周辺

の調査」が 8 件（21.1％），「学内環境改善」

が23件（60.5％）であった。この結果よりわ

かるように「学内環境改善」が最も多く，ま

た「学内やその周辺の調査」を加えた「大学」

をテーマとしたものに関しては31件（81.6％）

ということになる。正課外活動として学生は

「大学づくり」を着想しやすい，すなわち正

課外活動では学生は身近なものに着眼，着手

する傾向にあると言えるだろう。本研究では

山口大学が都市にあることから「大学」をテ

ーマとしたものを「目標11都市」に分類する

ことにした。およそほとんどの日本の大学は

都市にあることから，どこの大学生であって

も類似した傾向になることが予想される。し

かし仮に大学が辺境地にある場合には，例え

ば「農村開発」がキーワードとなって「目標

2 飢餓」に分類されるかもしれない。ただし

「学内環境改善」や「学内やその周辺の調査」

での経験はいずれ「まちづくり」として活か

されることになるかもしれない。よって，正

課外活動は「目標11都市」という分類で社会

貢献の役割を果たす傾向にはあるが，直接的

な「まちづくり」につながる活動とは限らな

い。むしろ「身近な生活環境づくり」という

形で社会貢献につながると言ったほうが適切

であるかもしれない。 

3.6  「目標17実施手段」に関する詳細分析 

「目標17実施手段」と分類されたメインと

サブの両キーワード合計53件の内訳は，「グ

ローバル・パートナーシップ」が17件

（32.1％），「地域パートナーシップ」が29

件（54.7％），「インターネット」が 2 件
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（ 3.8 ％），「県内情報の調査」が 5 件

（ 9.4 ％）であった。最も多かったのは「地

域パートナーシップ」で，このキーワードを

付した企画はすべて「地域交流」に関係した

ものであった。「グローバル・パートナーシ

ップ」も多く，「留学生交流」や「国際交流」

を企画の内容としたものあった。このように

地域交流や国際交流を目的とする正課外活動

は非常に多い。すなわち正課外活動は「社会

連携」という形で社会貢献をもたらし，身近

な地域だけでなく，国際的視点も含めた社会

連携もかなり期待できると言えるだろう。 

 

4 まとめ 

山口大学の正課外活動の一つであるおもし

ろプロジェクト，2007から2018年度に採択さ

れた 144 件の企画に対して， 1 つの企画に対

して 2 つづつSDGsの17目標に設定したキーワ

ードを付して，その分類を行った。 

最も多かったのは「目標 4 教育」となり，

正課外活動は「教育」という形で社会貢献を

最も果たす傾向にあることがわかった。ただ

し，「教育」には「すぐに教育を社会に提供

する」場合と，「活動者の知識と経験となっ

て，いずれ社会に還元される」場合の 2 者が

あった。次に多かったのは「目標17実施手段」

であった。これに分類された企画は，そのほ

とんどが「地域交流」，「留学生交流」，

「国際交流」に関するものであり，正課外活

動は「社会連携」という形で社会貢献をもた

らし，身近な地域だけでなく，国際的視点も

含めた社会連携もかなり期待できるというこ

とがわかった。「目標11都市」と分類された

企画も少なくなかった。ただし社会貢献的視

点において直接的な「まちづくり」を企画と

するものよりも「大学」をテーマとした企画

のほうが多く，正課外活動は「まちづくり」

につながるというより，「身近な生活環境作

り」につながるという表現のほうが適切であ

るように思われる。「目標 3 保健」や「目標

9 イノベーション」と分類された企画も少な

くなかった。これは工学部や医学部の存在に

よる影響が大きく，正課外活動とは言え学生

は自身の専門（正課）につながるものを着想，

実施する傾向にあるようである。SDGsの分類

としては完全な分類はできなかったが，「環

境保全」という形で正課外活動は社会貢献す

ることも示唆された。一方で，分類上少なか

ったのは，「目標 1 貧困」，「目標 2 飢餓」，

「目標 5 ジェンダー」，「目標 6 衛生」，

「目標 8 成長・雇用」，「目標10不平等」，

「目標16平和」であった。 

正課外活動は社会貢献に十分つながるもの

であると言える。ただし学生の自由な発想の

もとで行う正課外活動では，社会貢献の分類

として偏りが生じると考えられる。仮に全般

的な社会貢献を目的とした正課外活動を大学

が期待するのならば，すなわち例えばSDGsの

17目標をもれなく網羅するような正課外活動

を期待するのであれば，大学は正課などを通

じて学生が着想しにくいSDGsの目標や社会課

題に対する情報提供を行うなど，ある程度教

員によって活動内容を誘導する必要が生じる

であろう。 

 

（学生支援センター 講師） 
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